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2022年を迎え，謹んで新年のごあいさつを申し上げます。また，

旧年中は，林産試験場に変わらぬご支援をいただきましたことに厚

くお礼申し上げます。

さて，昨年は（昨年もでしょうか），欧米の木材価格高騰による

ウッドショックも含め，私たちのくらしや仕事にいろいろな形で新

型コロナウイルスによる影響があった１年だったと思います。

そんな中，三井物産の安永会長が，海外の若手社員とオンライン

で車座集会を50回ほど開催したという新聞記事を目にしました。安

永会長は，2015年に32人抜きで三井物産の社長になられ，とてつも

なく豪快な方という印象があります。その足下には遠く及ばない内

容のわずか2回，自分も林産試験場の若手職員と意見交換をしてみ

ました。
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年頭のごあいさつ

林産試験場長 岩田 聡

意見交換では，10年後に取り組んでいる研究はなにかと問いかけからはじめ，残念ながら議論は必ずしも

10年後の研究には至りませんでしたが，それでも若手のみなさんそれぞれの発言を集約して，大きく3つのこ

とを記しておきます。

一つは，林産試験場の強みである技術支援員の存在についてです。当場には研究をサポートする技術支援

員がおり，日々の研究を支えてくれています。そのサポートが，迅速な研究の実施と結果を出していること

に感謝しつつ，その機能をこれからも維持すべきという意見でした。当場の技術支援員はわずか10名とはい

え，全国を見回しても研究現場にこれほどの存在があるところはありません。欧米や中国の研究が上位にラ

ンキングされる一つの要因として研究補助者の存在がいわれています。海外の研究環境とは比較にならない

ものの，この林産試験場の持つ強みが，試験体を素早く準備し，すみやかに試験を実施，結果としてのデー

タを生み出しています。スピード感ある研究を実施し成果を出す当場のもつ機能の特徴を，若手研究員のみ

なさんも認識していたことがうれしいことでした。

二つ目として，林産試験場の70年の歴史が，さまざまな研究成果を蓄積しており，現在の試験場を支えて

いるということです。林産試験場には外部から受ける技術相談があります。これらの相談に対しては，今ま

で取り組んできた諸先輩方の研究成果で答えることも多いとのことでした。過去の研究成果は，ただ貯蔵さ

れているわけではなく，現在も地域からの要望に応えるために折々に引き出されているのです。また，過去

の研究成果は，新しい研究成果によって置き換わるのではなく，依然として存在していて，時に新しい研究

成果と結びついて新たな知見を生み出しているともいえます。これまでに蓄積した技術は，そのあとに続く

新たな研究の土台にもなるのです。継続して研究の実績を積み重ね，すそ野を広くし，それをいつでも使え

るようにしておくことが必要であると感じました。

三つ目は，私たちはまだ本当に木材を使いこなしていない，木材の研究をさらに追究すべきという意見で

す。これからは中高層建築に木材を使う研究が一つの柱となり，それらを進める研究はもちろんのこと，構

造物として建物の内部に木材が隠れてしまっても木材を使う意義を提供することも必要で，素材としての木

材の良さを引き出すこと，加工等によりすぐれた性能を獲得していくこと，少ない労働力で，コストを低減

し，環境負荷をなるべくかけないで製造することなど，まだまだ技術開発の余地があるのです。

今回の若手研究者との意見交換を通じて，林産試験場がもつ強みを活かし，地道に研究成果を積み重ね蓄

積していくこと，脱炭素社会の実現に向けてはもちろん，木材が機能できる可能性をさらに引き出していく

ことを改めて確認しました。若手研究者をはじめとして意欲をもって研究に取り組み，林産試験場の使命を

果たしていく，当たり前のことですが，新しい年もまた着実に進めていきたいと思います。



■はじめに

本州のアカマツ林ではマツタケの生態を活用した

林地栽培が行われており，産地化に成功している事

例がみられます1)。これは，マツタケの発生環境を維

持・改善することで，継続的に子実体を収穫する栽

培方法です。また，より積極的に林地へマツタケ菌

を導入する方法も検討されてきました。

その一つが，シロの成長方向にアカマツ苗を植え

て，マツタケ感染苗（＝マツタケ菌根苗；以下，菌

根苗）を得る方法です2) 図1）。この方法で作製され

た菌根苗を移植して6年後にマツタケ子実体が発生し

た事例があります3)。長い間，この広島県での一例だ

けでしたが，2010年代に，韓国でこの手法を用いて

マツタケ子実体の発生に成功したことが報告されま

した4)。

しかし，北海道におけるマツタケ宿主であるハイ

マツ5, 6)，アカエゾマツ5, 7)およびトドマツ 8, 9)等の林

床のシロにおける菌根苗作製に関する事例はこれま

でありませんでした。林産試では，北方系針葉樹で

あるトドマツでもアカマツと同様にシロからマツタ

ケ菌根苗の作製が可能であることを示しました10-12)

（表1）。しかし，試験1Pと2Pで作製した菌根苗を移

植して1年経過後に苗を掘り起こして確認しましたが，

根からマツタケを検出できませんでした12)。この原

因の一つとして，移植場所の土壌環境がマツタケ菌

の生育に適していなかった13)と考えられました。そ

こで，マツタケ発生林分内のシロの無い箇所に菌根

苗を移植して検討することにしました（試験3P）。

■菌根苗の作製と移植

今回の試験3Pでは，前2回の春植栽から秋植栽に変

更しましたが，試験1Pのような枯死などはありませ

んでした。植栽から2年後の2015年10月29日，21本中

3本にシロ様構造が認められました（表1，図2）。

ポットは一度全て埋め戻し，翌10月30日に3本を掘り

上げ同じ林分内でマツタケシロが確認されていない

場所にポットから取り出さない状態で3本を並べ，あ

らかじめ用意したマツタケのシロが形成されやすい

鉱質（B層）土壌14)で覆土し移植しました（図3）。

http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fpri/dayori/index.htm
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トドマツ林の「シロ」からマツタケ菌根苗をつくる（Ⅱ）
北海道産マツタケの林地栽培に向けた取組み

図1 マツタケシロからの菌根苗作出と林地栽培のイメージ

表1 マツタケシロへのトドマツ苗植栽試験の概要

*1 試験1P～3Pはそれぞれ参考文献(10)の試験1～3と同じ
試験1Pおよび試験2Pの詳細については参考文献(12)参照

*2 マツタケ非発生林分については参考文献(13)参照

試験 試験1P
＊1

試験2P
＊1

試験3P
＊1

菌根苗作製 2011年春 2012年春 2013年秋
開始年と本数 16 15 21

菌根苗の
確認と移植

（11本は枯死等で消失）
・2013年秋、3本シロ様構造確認、

（うち2本は菌根形成確認）、

マツタケ非発生林分C1
*2

または同C2
*2
に移植

①2012年秋、3本菌根形成確認、

マツタケ非発生林分C1
*2
に移植

②2013年秋、2本シロ様構造確認、

マツタケ非発生林分C1
*2

または同C2
*2
に移植

・2015年秋、3本シロ様構造確認、
マツタケ発生林分内に移植

移植後の経過
および結果

・2014年夏、菌根苗3本枯死
①2013年秋、3本菌根消滅

②2016年秋、2本菌根消滅

・2016年秋、1本シロ様構造確認
・2017年秋、1本シロ様構造確認
・2019年秋、2本シロ様構造確認
（菌根DNAからマツタケ検出）

利用部 微生物グループ 宜寿次 盛生，東 智則
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■移植した菌根苗の経過

シロ様構造が認められた菌根苗3本を移植して1年

後（2016年10月21日），ポットを掘り上げて観察し

ました。その結果，1本にシロ様構造が認められま

したが他の2本では認められませんでした。また，

移植2年後（2017年11月2日）も同様に1本のみにシ

ロ様構造が認められました。

移植して4年後（2019年11月5日）にあらためて確

認したところ，2本にシロ様構造が認められました

（図4）。さらに，各菌根苗から菌根サンプルを採

取してDNAを抽出し，PCR検査を行った結果，3本

中シロ様構造が認められた2本からマツタケが検出

されました。

■おわりに

以上のように，マツタケが生育できるトドマツ林

内に移植したトドマツ菌根苗は4年間その菌根を維

持していました。アカマツ林のマツタケシロから作

製した菌根苗を移植した報告では，子実体が発生す

るまでに6～16年を要しています3, 4)。今回示した菌

根苗は，植栽後3度掘り上げました。そのたび，マ

ツタケとトドマツの共生関係が少なからず負の影響

を受けたと推測されますが，何とかこのままシロ様

構造が発達して子実体の発生につながるよう期待し

ています。

自然環境下のシロから菌根苗を作製する本手法で

は，土壌中のシロの動態をより正確に把握する必要

があります。一方，制御可能な室内環境下でアカマ

ツ-マツタケ菌根苗を作製する技術開発も進んでい

ます15, 16)。林産試においても北海道大学と共同で，

アカマツに比べ極端に初期成長が遅い北方系針葉樹

を用いて，室内環境下での菌根苗作製技術開発にも

取り組んでいます17)。
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図2 マツタケシロから感染している様子
a：ポット底面の半分以上が白色の菌糸に覆
われシロ様構造と判断した，b：ポット底面
に接してシロの一部が認められた（2015年10
月29日）

図3 菌根苗移植の様子
左：覆土前，右：覆土後

（斜面に向って撮影，2015年10月30日）

図4 移植して4年後の菌根苗根系の様子
上図の白い部分を拡大すると下図のように白色

の菌糸に覆われた細根が認められた
（2019年11月5日）
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■はじめに

2019年3月に「森林環境税及び森林環境譲与税に関

する法律」が成立し，「森林環境税」および「森林

環境譲与税」が創設されました。この「森林環境譲

与税」の使途に，木製遊具設置の検討をしている道

内自治体が増えています。

しかし木製遊具は，部材に防腐薬剤処理木材（以

下，処理木材）を使用していても鋼製遊具と比較し

て耐用年数が短いこと，また劣化したときの部材交

換・補修に手間が掛かることなどの要因から，遅々

として普及が進まないのが実情です。

そこで林産試験場では，遊具の長寿命化を図る技

術開発を行ってきましたので紹介します。

1．木製遊具の長寿命化について

木製遊具の長寿命化を図るため，木部における水

分の滞留や吸収による劣化を抑制する「設計」およ

び，部材の補修・交換を簡単に行えるよう部材間の

接合に金物を用いた「ハイブリッド化」の技術開発

を行いました。

これらを考える上で重要なポイントは，①地面と

接する支柱脚部への接合金具の使用，②柱頭部の木

口面と水平部材の上面の保護，③構造部材への非構

造部材の取り付け方の3つが挙げられます。

1-1 地面と接する支柱脚部への接合金具の使用

支柱脚部は，処理木材を使用しても地盤面に接し

ている限り腐朽を避けることはできません。そこで，

支柱脚部は地面に接触させず，地盤面より上の位置

で基礎と柱を固定する接合金具を考案しました（写

真1）。接合金具は，直径48.6mmの鋼管パイプとベー

スプレートで構成された単純な形状です。金具を基

礎に取り付けた後，支柱下端に空けた開口（写真2）

にパイプを差し込み，ドリフトピン2本で十文字に固

定します（図1）。施工の様子は写真3に，埋め戻し

た後の状態を写真4に示します。

なお接合金具を用いた柱脚部はピン接合となるた

め，筋かいなどの水平力を負担できる構造が求めら

れますので，設計の際には注意が必要です。

1-2 柱頭部の木口面と水平部材上面の保護

木口面となる柱頭部は木材の他の部位より吸水率

が非常に高く，劣化が見逃されやすい部位です（写

真5）。

ここに笠木状の保護部材（以下，笠木）を被せる

だけで耐久性の向上が十分見込めます（写真6）。

http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fpri/dayori/index.htm
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木製遊具の長寿命化技術と実証試験

性能部 構造・環境グループ 小林 裕昇

写真1 接合金物 写真2 支柱下端の開口

ドリフトピン

支柱

接合金物

基礎

図1 接合金物の支柱への固定

写真3 施工の様子 写真4 埋め戻し後の状態

写真5 柱頭部の劣化（腐朽）
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笠木と支柱の取り付けは「木ダボ」を用い，隙間を2

～3mm程度確保します。この笠木は，交換が前提な

ので，接着剤などで完全に固定する必要はありませ

ん。使用する材も端材の利用で問題なく，低コスト

で耐久性の向上が図れます。

水平部材の梁や柵・手すりなどの横木の上面は，

水分だけでなく日光の影響もあり，著しく劣化した

り干割れが発生することが考えられます（写真7）。

そこで，これらの部位に関しても保護材を取り付

けるものとします。ここでは，遊具の手すり上部横

木に笠木をコーチスクリューにて取り付けています

（写真8）。コーチスクリューによる固定のため，劣

化時の笠木交換は簡単に行えます。

1-3 構造部材への非構造部材の取り付け方

構造部材の支柱に手すりなどの非構造部材を取り

付ける場合，水分の侵入を最小限とするとともに，

交換や補修のしやすい納まりが大切です。しかし支

柱側面を切り欠き，そこに横木を差し込んで納める

事例をよく見ます（写真9）。

そこで遊具においては手すりをユニット化し，そ

れをアングル状の金具で支柱に固定する納まり（写

真10）としました。

柱の加工はボルト穴のみのため水分の影響も小さ

く抑えられ，また手すりの交換も簡単に行うことが

可能です。

木製遊具の長寿命化技術の詳細は，林産試験場

ホームページに「木製遊具の耐久性向上を図る設計

資料集※」として掲載されていますので，是非活用

して頂ければと思います。

2．長寿命化技術の実証試験

本技術の耐久性能を確認するため，2010年に試作

遊具1号（写真11）を，2012年には試作遊具2号（写

真12）を旭川市内に試験設置しました。
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写真6 笠木による保護

写真7 手すりの干割れ

写真8 手すり横木上面に笠木の取り付け

下面よりコーチスクリューにて取り付け

笠木

写真9 支柱の側面を切り欠いた横木の取り付け

写真10 手すりのユニット化と金具による取り付け

手すりのユニット化

金具による取り付け
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2-1 柱脚部の劣化調査

柱脚部接合金具使用による長寿命化の有効性確認

のため，試作遊具1号の支柱の一部は防腐薬剤処理を

していない「未処理材」を使用しています。設置か

ら8年後の2018年に，試作遊具1号の支柱を基礎から

外し，柱脚部の劣化調査を目視と触診にて実施しま

した。

支柱に使われている樹種はスギ材およびトドマツ

材で，どちらの樹種も柱脚部には全く劣化が見られ

ず，乾燥した状態を保っていることが分かりました

（写真13，14）。劣化に関しては，処理木材（写真

15）と比較しても，大きな差異は見られませんでし

た。

2-2 笠木を取り付けた各部位について

笠木を取り付けた各部位の劣化状態の確認は，試

作遊具1号および試作遊具2号ともに定期的に行って

おり，最も新しいものは2021年10月に実施していま

す。

柱頭部木口面は笠木を外し，柱脚部と同様に目視

と触診を行いました。支柱と笠木の隙間には昆虫類

が生息していた跡やクモの巣跡がありましたが，木

口面については乾燥状態を保っており劣化は確認で

きませんでした（写真16）。手すり上面に取り付け

た笠木には，干割れが発生していましたが腐朽は生

じておらず，ユニット化した手すり自体にも著しい

劣化は見られませんでした。

以上の調査結果から，本技術が耐久性の向上に有

効であることが確認されました。また，今後も劣化

状況について調査を継続していく予定です。
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写真11 試作遊具1号

写真12 試作遊具2号

写真13 柱脚部の状態（スギ）

写真14 柱脚部の状態（トドマツ）

写真15 柱脚部の状態（処理木材）
（左：スギ，右：トドマツ）

写真16 木口面の状態
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■まとめ

木製遊具の長寿命化において，柱脚部に接合金具

を用いることや劣化の進みやすい部位に保護部材を

取り付けることが耐久性の向上につながることが明

らかになりました。

本技術を用いた木製遊具は，2013年に下川町の桜

ケ丘公園に大型の遊具が設置（写真17）されたのを

始め，中型の遊具も計画中です（図2）。

今後は森林環境譲与税を活用し，長寿命化された

木製遊具が普及することを期待します。

※道総研 森林研究本部 林産試験場：“木製遊具の

耐久性向上を図る設計資料集”，林産試験場マ

ニュアル・特集ホームページ，2021年12月確認

http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fpri/manual/

mokuyugu/mokuyugu.htm
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写真17 木製遊具（下川町） 図2 木製遊具（3D図・計画案）
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行政の窓

http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fpri/dayori/index.htm

第44回全国育樹祭の記念行事として，令和3年10月10日

（日），11日（月）の2日間にわたり，苫小牧市にある日本

最大の工業基地「苫小牧東部地域」の一画（12ha）におい

て，「2021森林・林業・環境機械展示実演会（以下「機械

展」）を一般社団法人林業機械化協会と共催で開催しまし

た。

新型コロナウイルス感染症の影響により，開催が1年延期

となりましたが，今回の機械展には，全国の林業機械メー

カー等68社が参加し，最新林業機械などの展示や実演が行

われました。

第44回全国育樹祭記念 2021森林･林業･環境機械展示実演会について

開会式でのテープカット

大・中規模ブースエリアでは，国内外の高性能林業機械，刈払機，林内作業車，木材破砕機，オガ粉

製造機など，最新の森林・林業・環境機械が展示され，迫力のあるデモンストレーションが行われると

ともに，小規模ブースエリアでは，チェーンソー防護パンツなどの安全衛生装備用品や，ICT関連のソフ

トウエアなどが展示されました。

また，メインステージでは，『林業経営力向上セミナー』や『林業のスマート化フォーラム』を

YoutubeでLive配信しながら開催するとともに，一般社団法人北海道林業機械化協会が運営する「北海道

ブース」ではハーベスタ･フォワーダ，UAV（ドローン），丸太写真検知ソフトなど各種機械・機器の展

示や実演，先進技術や事例の紹介により，ICTでスマート化する北海道らしいスマート林業を紹介しまし

た。

林業経営力向上セミナー 北海道ブース 林業のスマート化フォーラム

開催期間中は，強風や雨が降るあいにくの天候となりましたが，林業関係者など，約3,000人の方々が

ご来場くださり，機械化の重要性やメリットを理解していただくとともに，最新の林業機械の魅力を感

じていただけたものと思っております。

（水産林務部林務局林業木材課事業体育成係）



■日本伐木チャンピオンシップへ向けての

トレーニングが始動！

令和4年5月21，22日に青森県で開催される第4回
日 本 伐 木 チ ャ ン ピ オ ン シ ッ プ (Japan Logging
Championships 以下，JLC)に，北森カレッジが参加

します。

JLCは，林業技術及び安全作業意識の向上，林業

関係者・NPO等の森づくりへの積極的な参加，新規

林業就業者数の拡大等を目的に開催され，世界伐木

チャンピオンシップ（World Logging Championships

以下，WLC）に出場する日本代表選手を選出するた

め，全国から広く参加選手を募り，WLCルール規則

に準じ，5つの競技種目で技術を競います。

北森カレッジからは現1年生と教員合わせて5名が

出場予定で，放課後や冬休みを利用して大会へ向け

たトレーニングを行っています。大会で好成績を残

せば同年にセルビアで行われるWLCへ出場すること

ができます。目標は大きく，”Let‘s go Serbia !!”。

（北海道立北の森づくり専門学院 坂田 貴範）

■2022年の林産試だより

林産試だよりは表紙の色を年ごとに変えています。

これまでは慣例に従って「グリーン→ピンク・オレン

ジ→ブルー→イエロー」とおおむね4年周期で色調を変

更してきました。そこで，今年は(一社)日本流行色協

会の選ぶその年の「テーマカラー」を使わせていただ

くことにしました。同協会のホームページによります

と，2022年の色は「明るい希望を描く，光満ちるコー

ラル」がイメージで，色名はジョリーコーラル Jolly

Coral だそうです。この色のイメージのように，新型コ

ロナウィルスの沈静化も含め，明るい希望を描ける一

年になりますよう，心より願っています。

■令和2年度林産試験場年報

令和2年度(2020年度)の林産試験場の主な業務をまと

めた「年報」を，2021年11月にWebで公開し，2021年12

月に冊子として発行いたしました。Web版は林産試験

場ホームページから閲覧できます。

林 産 試 だ よ り 2022年1⽉号

編集⼈ 林産試験場
HP・Web版林産試だより編集委員会

発⾏⼈ 地⽅独⽴⾏政法⼈ 北海道⽴総合研究機構
森林研究本部 林産試験場

URL：http://www.hro.or.jp/fpri.html

令和4年1⽉5⽇ 発⾏
連絡先 企業⽀援部普及連携グループ

071-0198 北海道旭川市⻄神楽1線10号
電話 0166-75-4233 （代）
FAX 0166-75-3621
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北森カレッジニュース

【JLCに向けた練習風景①】

ダミー

2022年版林産試だより表紙（左）と
令和2年度年報の表紙（右）

【JLCに向けた練習風景②】
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